
山脇巖に関する基礎研究 
－バウハウス留学者の既往研究比較－ 

              日大生産工（院）  ○勝又 槙哉   日大生産工  藤谷 陽悦 
 
１.はじめに 

バウハウスは1919年にヴァルター・グロピウス

によって創設された造形学校であり、その思想

や教育は世界中から注目された。山脇巌、山脇

道子、水谷武彦の三人はバウハウスに長期的に

留学し、その詳細を日本に伝える役目を担った

数少ない人物である。しかし、この三人に関す

る研究報告は少ない。そこで、まずは三人の既

往研究についてどのような考察がなされてい

るか調べる。既往研究については、日本建築学

会、日本デザイン学会において発表されたもの

を対象とする。そして、既往研究の比較・考察

を行い、これを今後の研究のための導入とする。 

 

2.それぞれの既往研究について 

2-1山脇巖に関する研究報告 

山脇巖については、日本戦後モダニズム住宅

の様相：諸井邸における細部意匠と空間構成の

関係についての考(1が2002年の建築学会で、ニ

ューヨーク万国博覧会における山脇巌の展示

設計と写真壁画(2が2007年の日本デザイン学会

で報告されている。 

前者では山脇巖による住宅作品である諸井邸

を取り上げて、細部意匠と空間構成について考

察し、「伝統的和風建築とモダニズム建築が合

わさった時に生まれる1つの日本モダニズム建

築の様相であったと考えられる」としている。

そして、後者の研究では山脇巖の展示設計の特

徴について言及し、その活動は「建築・ディス

プレイ・グラフィックデザイン・写真といった

異なる領域を一つの空間の中に結びつけよう

とする試み」としている。このことから巖は建

築家としてではなく複合的な芸術行為を行っ

た人物であると捉えられている。 

 

2-2山脇道子に関する研究報告 

山脇道子については、日本の近代デザインに

おける女性デザイナー(3に関する基礎的研究(9

が2004年に日本デザイン学会で報告されてい

る。この論文では、山脇道子をテキスタイルデ

ザイナーとして取り上げ、バウハウス留学期と

その前後に分けて考察している。バウハウス留

学期まで遡ることで道子のバックグラウンド

にある茶の湯の精神について認識している。そ

こから、道子がバウハウスをそのまま日本に紹

介したのでは無く、バウハウスの思想について

茶の湯の精神から日本人独自の解釈をし、自分

の作品にそれを反映させながら道子流バウハ

ウスとして日本に伝えていったとしている。 

 

2-3水谷武彦に関する研究報告 

水谷武彦については、水谷武彦と独逸の新建

築(4と水谷武彦：バウハウス留学の再考(5が

2005年に、水谷武彦のバウハウス・デッサウに

於ける留学時代について(6が2006年の日本建

築学会においてそれぞれ報告されている。これ

らはルイック・ペトラが一連の研究として報告

しておりその内容は、バウハウスの校長がヴァ

ルター・グロピウスからハンネス・マイヤーに

変わり、バウハウス教育の過渡期でもあった時

期に水谷が実際にどのような教育を受け、誰の

思想や理念に影響を受けたのかについて考察

されている。結論としては、水谷はワルター・

グロピウス及びハンネス・マイヤーの下で一年

ずつ教育受け、アルベルスとカンディンスキー

の基礎教育と、その後のモホリ＝ナギ、シュレ

ンマーの論理的教育から多大な影響を受けた

としている。また、水谷はバウハウスを卒業せ

ずに帰ってきたとも記述されている。
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3.既往研究の比較 
 

表1:既往研究内容比較表 
既往研究表題 関連者 考察対象 考察時期 発表された学会 発表年

日本戦後モダニズム住宅の様相：諸井邸における
細部意匠と空間構成の関係についての考察

作品について 1954～1960 日本建築学会 2002

ニューヨーク万国博覧会における山脇巌の展示設
計と写真壁画

作品について 1939 日本デザイン学会 2007

日本の近代デザインにおける女性デザイナーに
関する基礎的研究

山脇道子
(1910-2000)

作家について 1910-2000 日本デザイン学会 2004

水谷武彦と独逸の新建築 作家について 1927-1928 日本建築学会 2005

水谷武彦：バウハウス留学の再考 作家について 1927-1928 日本建築学会 2005

水谷武彦のバウハウスに於ける留学時代につい
て：バウハウスと水谷武彦に関する研究その1

作家について 1927-1928 日本建築学会 2006

山脇巖
(1898-1987)

水谷武彦
(1898-1969)

  
既往研究及び表1:既往研究比較表より次のこ
とが考察できる。 

4.まとめ 
これまでの研究はバウハウス自体に焦点が当
てられ、その理念を伝える役割を担った日本人
の重要性についてはあまり注目されてこなか
ったように思える。近年、少しずつこれらの認
識が訂正されつつある。 

 
① 水谷武彦と山脇道子については本人に焦

点を当てた研究報告がなされている。しか
し、山脇巖については一つの作品自体に主
眼が置かれており、山脇巖本人に焦点をあ
てた考察がなされていない。 

しかし、建築と美術両分野の境界は曖昧であり、
バウハウス留学者に関する研究はまだまだ断
片的で全貌は明らかにされていないことを確
認した。 

② 水谷武彦は日本建築学会において建築家
として、山脇道子は日本デザイン学会にお
いてテキスタイルデザイナーとしてそれ
ぞれ明確に捉えられて発表されている。山
脇巖については建築学会とデザイン学会
の両者に報告されており、建築家であるの
か写真家であるのか、それともデザイナー
であるのかについても不明瞭な状態であ
る。 

 
「参考文献」 

③ 三者の役割は別々に考察されており、三人
がバウハウスの日本の受容過程において
どのような役割を果たしたのか、比較を行
っている文献は少ない。それぞれの活動を
比較することによって、三人がどのような
方法でバウハウスの思想を伝えようとし
たのか、そこからバウハウスがどのような
役割を果たそうとしたのかを再考する一
資料となり得る。 

④ 三者の論考はいずれも2002年以降に発表
されたもので新しい。このことから、今ま
ではバウハウスの思想のみが注目され、日
本人がそれらの思想をどのような感性で
捉え、それを伝え得る役割を担ったのかに
ついてあまり重視されて来なかったよう
に思える。 

⑤ 既往研究の参考文献では、建築文化、近代
建築、東京美術学校校友会月報、アトリエ、
建築雑誌、帝國工芸、美学研究、美術手帖、
美術ジャーナル、といった雑誌が目立つ。
また建築系雑誌よりも美術系雑誌が多い
ことから、バウハウスは建築分野よりも美 
術分野で注目されていたことが伺える。 
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